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Ⅰ．緒言
瀬戸内海 1）は，周囲を陸で囲まれた半閉鎖的海域
であり，豊後水道，紀伊水道，関門海峡を通じて外洋
と接続している。700を超える多数の島嶼を抱える湾
や灘から構成されており，平均水深が 38.0 mと比較
的浅く，大量の河川水の流れ込みにより外洋に比べて
塩分が低いという特徴を持つ（環境省，2014）。
屋代島（山口県周防大島町）は，伊予灘と広島湾の
境界に位置する大島で，西村（1981）に基づく海洋
生物気候帯区分では，中間温帯区に含まれる。瀬戸内

海西部における海水交換の大部分は豊予海峡が占める
と推定されており（門谷，1996），豊後水道や宇和海
の暖温帯区に生息する生物が，瀬戸内海西部へ流入す
る過程で最初に到達する地域であると推測される。そ
のため，瀬戸内海の中でも，内湾性と外洋性の混在し
た特異的な生物群集構造が見られる可能性がある。こ
れらの特徴を記録する材料として，回遊を行わない定
住性の強い沿岸性魚類は，地域の生物地理的特性を示
す良い指標になると考えられる。
瀬戸内海西部における魚類相については，比較的新
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要旨：中間温帯区に含まれる瀬戸内海西部屋代島（山口県周防大島町）の伊予灘に面した転石帯・ガラモ場・砂地
において，SCUBA潜水による浅海魚類相調査を 2018年 1月から 2019年 1月まで実施した。ライントランセクト
法（30 m× 2 m）による月 1回調査により，合計 31科 61魚種の出現を記録した。各調査月の記録種数は水温と
正の相関を示し，冬場の低水温が出現を制限する大きな環境要因になっていることが示唆された。しかしながら，
屋代島より北部に位置する倉橋島や鹿島など安芸灘エリアでは越冬しないとされていたアイゴ科アイゴ Siganus 
fuscescensの越冬を示唆する観察結果が得られた。さらに，暖温帯区を生息分布の中心とするカジカ科オビアナハ
ゼ Pseudoblennius zonostigmaが周年に渡り観察された。これは，屋代島が中間温帯区の中でも，南方からの影響を
受けやすい地理的環境にあることを示す調査結果である。
キーワード：魚類相，瀬戸内海，屋代島，周防大島町，潜水調査 

Abstract: We conducted a field census of the shallow-water fish fauna in the boulder zone, sargassum bed, and sandy 
bottom of Yashiro Island (Suo-Oshima, Yamaguchi Prefecture) in the western section of the Seto Inland Sea, Japan, from 
January 2018 to January 2019 using SCUBA. A total of 61 species from 31 families were recorded in monthly surveys 
using line transects (30 m × 2 m). The species number correlated with water temperature, suggesting that winter’s low 
water temperature was a major limiting environmental factor for fish fauna. However, some species (e.g., mottled 
spinefoot, Siganus fuscescens) that may not overwinter in the Aki-nada area (waters on the north side of Yashiro Island) 
remained on Yashiro Island in winter. In addition, Pseudoblennius zonostigma, an endemic species of Japan, mainly found 
in the more southern warm temperate region, was observed in this location year-round. The results indicate that Yashiro 
Island is in a geographical environment that is sensitive to southern influences, even in the intermediate temperate region.
Keywords: Fish fauna, Seto Inland Sea, Yashiro Island, Suo-Oshima, SCUBA
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しいものでは，伊予灘愛媛県沿岸（清水，1993，
2001，2004，2006a，2006b，2013，2021；清水・渡
辺，1997），広島湾（清水ほか，2010；河合ほか，
2013；坂井ほか，2013；Tsuyuki & Umino, 2018；吉
田ほか，2019），安芸灘（平井ほか，2009；坂井ほか，
2010）などの調査があり，まとめられた資料として
瀬戸内海水産開発協議会（1997），稲葉（1988），波
戸岡・花﨑（2017），河野ほか（2018），吉郷（2018）
などがある。しかしながら，これらの報告のもとに
なっているのは，単発的に漁獲されたものや季節限定
的な採集に基づく記録が多く，同一地点において周年
を通じた魚種の出現動態まで捉える事ができる研究例
は少ない。
近年，瀬戸内海では海水温の上昇が危惧されてお
り，備讃瀬戸よりも西側の海域では，1970年代から
2000年代までのおよそ 30年間で，1-3月の冬季水温
が 0.6-1.5℃程度上昇（屋代島近海では 1.0℃程度）し
ている（高橋・清木，2004）。それに伴い，これまで
あまり確認されていなかった暖温帯由来の魚種の出現
や，瀬戸内海への分布拡大の可能性も指摘されている
（重田，2003，2008；清水，2009；坂井ほか，2010）。
今後，これらの変化を理解するためにも，現時点にお
ける魚種の生息状況を記録する事には意義がある。実
際に，魚類相データは水温変動の影響評価に有効であ
る事が示唆されている（西田ほか，2005；Masuda, 
2008；須之部ほか，2014）。

本研究では，屋代島の浅海域に生息する沿岸性魚類
について，出現の季節性を明らかにし，同様の手法で
行われた他地域との比較から，屋代島の生物地理的特
徴について考察する。

Ⅱ．調査場所と方法
1．調査場所
屋代島南岸の伊予灘に面する安下庄湾に合計 3地
点（St. 1-3，Fig. 1）のライントランセクト 30 m× 2 
mを設定し，2018年 1月から 2019年 1月までの毎
月 1回，合計 13回の潜水調査を実施した（2018年
1/21，2/20，3/21，4/22，5/20，6/17，7/22，8/19，
9/21，10/25，11/20，12/23，2019年 1/29）。St. 2に
は水温ロガーを設置し（HOBOペンダントロガー
UA-002，Onset社，USA），水温変化を 1時間おきに
記録した。

St. 1: 伊崎（転石帯），132°19’ E，33°51’ N. 安下庄
湾の湾口部に位置し，岸から 50 mほど転石帯が続き，
沖は砂地が広がる。転石帯には，手のひらサイズのご
ろた石から直径 2 mを超える大きな岩石が点在する
ため，複雑な海底地形を形成しており，表面にはクロ
メ Ecklonia kuromeが繁茂する。砂地との境界付近，
水深 6-8 mの転石帯上に調査ラインを設定した。

St. 2, 3: 立岩（ガラモ場，砂地），132°18’ E，33°53’ 
N. 安下庄湾の湾奥部に位置する砂浜海岸で，岸から
緩やかな傾斜が沖合まで続き，水深 3-5 mの遠浅な

Fig. 1.  Location of Yashiro Island (study sites, St. 1-3), Kurahashi Island, and Kashima Island in the western section of the Seto 
Inland Sea, Japan. Color gradient indicates the water depth. The map was created by Ocean Data View (Schlitzer, 2021).
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砂地が広がる。水温の低下する秋から冬にかけて，砂
地に散在する転石上にはホンダワラ類 Sargasum spp.
から構成されるガラモ場が形成された。St. 2の調査
ラインは，ガラモ場を横断し，若干の砂礫帯を含む。
St. 3は沖の砂地上に設定した。両地点の水深は 2-4 
mである。

2．調査方法
3箇所の調査地点に，30 mのメジャーを毎回同じ
ラインになるように引き，SCUBAを用いた観察者 1
名がラインの左右幅各 1 mの範囲を遊泳し（往復で
幅 2 m，遊泳速度 1-3 m/min.），ライン上およびライ
ン周辺で発見した魚種，個体数，全長を目視で確認
し，耐水紙に記録した。礫間隙や海藻に隠れる魚種も
記録可能なように詮索したが，奥深くに隠れるもの
（例えば，クサウオ科スナビクニンなど）については
見落としがあると思われる。種の同定については，中
坊（2013）の分類体系に従い，学名については本村
（2020）を参照した。また，目視による種同定の困難
なメバル複合種群は 1種としてカウントした。同じ
く，キツネメバルかタヌキメバルの同定が困難であっ
たメバル科魚種は未同定種（キツネメバルあるいはタ
ヌキメバル）とした。
魚種の出現月と個体数から，調査地点で 1年を通
して観察された周年定住種と，特定の期間にのみ出現
する季節的定住種の 2パターンの出現様式（Kikuchi, 
1966）が確認された。季節的定住種は，その出現時
期から春型，夏型，秋型，冬型の 4つのタイプに分

類した。調査地点に偶然，来遊・加入した可能性があ
る種については，その判断根拠となる補足的な説明を
加えた。また，周年定住種と推測されるが，個体の生
息密度が低く，連続的に記録されなかった種について
は，夏と冬に記録されていれば周年定住種であると判
断した。
そして，本調査で得られた屋代島の魚類相データ
を，直近 10年以内に同様の手法で行われた広島県倉
橋島（清水ほか，2010）と，広島県鹿島（河合ほか，
2013）の 3地域間で比較した。倉橋島と鹿島は，屋
代島の北東およそ 30 km，広島湾と安芸灘の境界部に
位置する（Fig. 1）。比較には，魚種共通性を示す指標
として Jaccard指数（1に近いほど共通性が高い）（坂
井ほか，1994）を用いた。

Ⅲ．結果
1．屋代島の浅海魚類相

2018年 1月から 2019年 1月までの合計 13回の潜
水調査により，31科 61種の魚類を記録した（Table 
1）。その内訳は，ハゼ科 Gobiidae 9種が最も多く，
続いてメバル科 Sebastidae，ベラ科 Labridaeがそれぞ
れ 6種確認された。
調査地点の最低水温は 8.9℃（2018年 2月 14日），
最高水温は 27.4℃（2018年 8月 27日）だった。出現
魚種数と水温には，正の相関が認められ（Spearman
の順位相関係数：rho = 0.76，p < 0.001），種数の最小
月（3月：15種）と最大月（7月：38種）には 20種
以上の差が見られた（Fig. 2）。

Fig. 2.  Monthly changes in water temperature and the total number of fish species recorded on the study sites of Yashiro Island. 
The line indicates water temperature, the solid circles indicate the average value of a single survey day, and the error 
bars indicate the maximum and minimum values for the month. The gray bars indicate the total number of species in St. 
1-3.
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Table 1.  List of fish species and their occurrence frequencies observed in Yashiro Island. The frequency of occurrence indicates 
the total number of individuals in 13 months; The symbols indicate the range of occurrence, CC: > 50, C: 11-50, R: 
5-10, RR: < 5 individuals. 0 means not confirmed. Asterisks indicate fish species confirmed outside the survey lines.
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2．出現魚種の季節変化
周年定住種（Type: YR）：ボラ，メバル複合種群，
ヨロイメバル（Fig. 3a），カサゴ，ハオコゼ，マアジ，
スズメダイ，ホンベラ，キュウセン，ホシササノハベ

ラ，クジメ，アイナメ，サラサカジカ，アサヒアナハ
ゼ，アナハゼ，オビアナハゼ（Fig. 3b），ヘビギンポ，
コケギンポ，トビヌメリ，ヒメハゼ，サビハゼ，ニシ
キハゼ，キヌバリ，マコガレイ，アミメハギ，カワハ

Fig. 3.  Fishes that characterize the fish fauna of Yashiro Island; (a): Sebastes hubbsi (January 21, St. 2), (b): Pseudoblennius 
zonostigma (July 1, St. 1), (c): Sebastes vulpes or S. zonatus (July 22, St. 1), (d): Ostorhinchus semilineatus (August 19, 
St. 1), (e): Springerichthys bapturus (November 20, St. 1), (f and g): Siganus fuscescens (February 20, St. 1), (h): 
Sebastes longispinis (April 22, St. 2). All photographs were taken by Hajime Sato.

（ａ）（ａ） （ｂ）（ｂ）

（ｃ）（ｃ） （ｄ）（ｄ）

（ｅ）（ｅ） （ｆ）（ｆ）

（ｇ）（ｇ） （ｈ）（ｈ）
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ギ，ウマヅラハギの 27種（Table 2）。
キュウセンとホンベラは，1，2，3月の低水温期に
全く観察されなくなったが，本種は冬眠する習性を
持っており（木下，1935），水温が上昇する春先には
再び成魚が確認されたため，周年定住種とした。ま
た，オビアナハゼは，St. 1で周年を通じてのべ 8個

体が観察された（Fig. 3b; Table 2）。同一個体が継続
して確認された可能性もあるが，8月に全長 15-20 
cmの 3個体が同時に出現した。
春型（Type: SS）：ムラソイ，イラ，ダイナンギン
ポの 3種（Table 2）。
いずれも春先に出現し，初夏には調査ラインから消

Table 2.  Seasonal occurrence patterns of fish species observed on the study sites in Yashiro Island. The frequency of individuals 
is shown for each species; CC: > 50, C: 11-50, R: 5-10, RR: < 5 individuals, +: the occurrence of juvenile fish. 
Asterisks indicate fish species confirmed outside the survey lines. For categories of the seasonal occurrence patterns, 
YR indicates year-round residents, and the others indicate seasonal residents (SS: spring to summer, SA: summer to 
autumn, AW: autumn to winter, WS: winter to spring).



15

広島大学総合博物館研究報告Bulletin of the Hiroshima University Museum 13: December 25, 2021  ©広島大学総合博物館Hiroshima University Museum

瀬戸内海屋代島における浅海魚類相の季節変化

失した。ただし，イラは 5月の St. 1で全長 30-40 cm
の 1個体をライン外で確認したものである。
夏型（Type: SA）：ホタテウミヘビ，マアナゴ，サ
ヨリ，キツネメバルあるいはタヌキメバル（Fig. 3c），
ネンブツダイ，マダイ，クロダイ，シロギス，マタナ
ゴ，ユウダチタカノハ，イシダイ，メジナ，オハグロ
ベラ，コブダイ，スジハゼ，イソハゼ，ホシノハゼ，
チャガラの 18種（Table 2）。
いずれも春から初夏に出現し，夏に頻繁に観察さ
れ，秋から冬にかけて調査ラインから消失した。ただ
し，ホタテウミヘビ，サヨリはそれぞれ St. 3，1のラ
イン外で記録したものである。メバル科の未同定種
（キツネメバルあるいはタヌキメバル，Fig. 3c），ネン
ブツダイ（Fig. 3d）の 2種については，どちらも St. 
1のライン上に全長 10-15 cm（キツネメバルあるい
はヨロイメバル）および全長 6-8 cm（ネンブツダイ）
の個体が 1個体のみ出現した。ユウダチタカノハは，
St. 1に全長 10-15 cmの 1個体が出現し，加えて安下
庄湾の湾口部（132°18’ E，33°51’ N，Fig. 1）で 2018
年 12月に補足的に実施した浮魚の観察で，全長 2-5 
cmの稚魚が表層で採集・確認された。ホシノハゼは
春先の 5月から St. 1で全長 7-9 cmの成魚が出現し，
9月以降には幼魚の加入定着と成長も確認された。
秋型（Type: AW）：アカエイ，ブリ，ヒメギンポ

（Fig. 3e），ニジギンポ，アイゴ（Fig. 3f, g）の 5種
（Table 2）。
いずれも夏型に比べて出現時期が遅く，秋から冬に
かけて観察されたもの。アカエイは 9月に St. 2で体
盤幅 15-20 cmの 1個体を確認した。ヒメギンポは
St. 1の転石帯から全長 4-6 cmの個体を 4個体（9月 : 
1個体，11月 : 2個体，12月 : 1個体）確認した（Fig. 
3e）。ニジギンポは St. 2，3で 7-11 cmの成魚を確認
しており，尾鰭鰭条が伸長したオスが人工物（パイプ
や空き缶）に営巣し，メスに求愛する行動も観察され
た。アイゴは 2月の St. 1で全長 12 cmの小型個体
（Fig. 3f）と，25-30 cmの大型個体（Fig. 3g）の 2個
体が出現した。小型個体は，底に横たわり弱った状態
で発見されたが（Fig. 3f），大型個体は活発に遊泳し
ていた（Fig. 3g）。さらに，9月には，St. 2，3で全長
3-5 cmの幼魚の群れの加入・成長を確認した。
冬型（Type: WS）：ホシエイ，ゴンズイ，ヨウジウ
オ，タツノオトシゴ，コウライヨロイメバル（Fig. 
3h），ムスジガジ，イソミミズハゼ，クサフグの 8種
（Table 2）。
ホシエイは 1月に St. 1で体盤幅 100-150 cmの 1
個体を確認。ゴンズイは 1月に St. 1で全長 4-5 cm

の個体が群れ（ゴンズイ玉）を形成していたため 50 
個体以上出現したが，2月には 5個体見つかる程度で
あった。ムスジガジは，2019年 1月の St. 2から全長
6-7 cmの 1個体を確認した。イソミミズハゼは 3月
の St. 2の礫間隙から全長 5-7 cmの 1個体を確認し
た。

Ⅳ．考察
屋代島における出現魚種数が水温と相関するという
傾向（Fig. 2）は，倉橋島（清水ほか，2010）や鹿島
（河合ほか，2013）でも同様に報告されている。これ
は，屋代島で出現した季節的定住種のうち，高水温期
に記録された夏・秋型（季節的定住種 34種のうち 23
種，68%）が，低水温期に記録された冬・春型よりも
多い事に起因する（季節的定住種 34種のうち 11種，
32%）。このような傾向は，国内で行われた SCUBA
潜水による魚類相調査（宮城県仙台湾：金本，
1977；和歌山県田辺湾：桑村，1980；福岡県恋の浦
海岸：西田ほか，2007）で共通しており，水温変動
の大きな温帯区の浅海域に生息する沿岸性魚類の出現
パターンの大きな特徴であると考えられる（西田ほ
か，2007）。

Jaccard指数による屋代島と倉橋島の共通率は 0.56
（共通種：41種），屋代島と鹿島は 0.51（共通種：37
種），倉橋島と鹿島は 0.59（共通種：38種）となり，
出現した魚種の半数以上は一致した。魚類相データを
元に中間温帯区と位置付けられている倉橋島，鹿島
（安芸灘エリア：坂井ほか，2010）から屋代島も大き
く逸脱しない事がうかがえる。倉橋島と鹿島での出現
が確認されているが，屋代島では記録されなかった魚
種は，カタクチイワシ，スズキ，イカナゴ，ナベカ，
セトヌメリ，ニクハゼ，アカオビシマハゼ，アカイソ
ハゼ，アカカマス，セトウシノシタ，コモンフグ，ク
ダヤガラ，オキタナゴ，ウミタナゴ，オヤビッチャ，
イシガキダイ，イソギンポ，ドロメ，ヒガンフグの計
19種であった。一方，屋代島にのみ出現した魚種は
ホシエイ，アカエイ，マアナゴ，ヨウジウオ，タツノ
オトシゴ，メバル科未同定種（キツネメバルあるいは
タヌキメバル），ネンブツダイ，ユウダチタカノハ，
イラ，サラサカジカ，オビアナハゼ，ムスジガジ，ヒ
メギンポ，コケギンポ，トビヌメリ，イソミミズハゼ
の 16種であった（Table 1）。
屋代島で周年定住種と判断した 27種のうち 23種
は他 2地域でも記録されており（Table 1），これらは
周辺海域における基本構成種であると考えられる。屋
代島でのみ確認された周年定住種 4種のうちカジカ
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科オビアナハゼ（Fig. 3b）については，瀬戸内海西部
では，広島県三原市から標本に基づく記録が 1932年
にあるものの（木村ほか，2014），それ以来，報告が
なく（河野ほか，2018；吉郷，2018），今回の確認は
分布についての知見を広めるとともに，瀬戸内海にお
いて同種が生息し続けていたことを示す観測例となっ
た。国内では山口県萩市沖（園山ほか，2020），福岡
県恋の浦海岸（西田ほか，2005，2007），三重県英虞
湾（木村ほか，1983），千葉県館山湾（下光ほか，
2019）から記録されており，暖温帯区を分布の中心
とする種である。倉橋島，鹿島より南部に位置する屋
代島の地理的特性を示す魚種の一つかもしれない。一
方，残りの 3種カジカ科サラサカジカ，コケギンポ
科コケギンポ，ネズッポ科トビヌメリについては伊予
灘と安芸灘からたびたび記録があるため（清水，
2006a；吉郷，2018），鹿島や倉橋島の調査時に偶然
出現しなかったものと思われる。
屋代島における調査地点ごとの出現魚種の内訳は，

St. 1（転石帯）で 24科 42種，St. 2（ガラモ場）では
23科 43種，St. 3（砂地）では 16科 29種であった。
Jaccard指数による地点間の共通率は，St. 1と St. 2で
は 0.42（共通種：25種），St. 1と St. 3では 0.39（共
通種：20種）だったのに対して，St. 2と St. 3では
0.64（共通種：28種）と高い値を示しており，St. 3
で出現した 29種のうち，ライン外で確認されたホタ
テウミヘビを除く 28種の全ては St. 2で確認されてい
た。周年定住種と季節的定住種の 2パターンに分け
て共通率を求めると，周年定住種では，どの地点間で
もおよそ 0.6-0.7と高い共通性を示した。一方，季節
的定住種では St. 2と St. 3では 0.47（共通種：9種）
だったのに対し，St. 1と St. 2では 0.21（共通種：7
種），St. 1と St. 3では 0.23（共通種：6種）と低い値
を示しており，St. 1と St. 2，3の魚種構成の差は季
節的定住種の差であることが示された。St. 1にのみ
出現した季節的定住種は，ホシエイ，ゴンズイ，サヨ
リ，キツネメバルあるいはタヌキメバル，ネンブツダ
イ，ブリ，ユウダチタカノハ，イシダイ，メジナ，イ
ラ，オハグロベラ，コブダイ，ヒメギンポ，イソハ
ゼ，チャガラの 15種だった。反対に，St. 2，3にの
み出現した季節的定住種は，アカエイ，ホタテウミヘ
ビ，マアナゴ，ヨウジウオ，タツノオトシゴ，コウラ
イヨロイメバル，ムラソイ，ダイナンギンポ，ムスジ
ガジ，ニジギンポ，イソミミズハゼ，クサフグの 12
種だった。
黒潮と対馬海流の影響を強く受ける地域では，夏か
ら秋にかけて本来の生息地から離れた地域に卵仔稚魚

が流れ着く，いわゆる無効分散が見られる（例えば桑
村，1980）。瀬戸内海西部では，亜熱帯・暖温帯区か
らの無効分散と思われる種は非常に少なく，僅かに確
認される程度である（重田，2008；清水ほか，
2009；坂井ほか，2010）。倉橋島（清水ほか，2010）
と鹿島（河合ほか，2013）で暖温帯由来と考察され
た 4種（スズメダイ科オヤビッチャ，イシダイ科イ
シガキダイ，ゴンズイ科ゴンズイ，イソギンポ科ニジ
ギンポ）のうち，ゴンズイとニジギンポは本研究でも
確認された。ゴンズイは，瀬戸内海のみならず本州か
ら沖縄までの幅広い気候帯区に適応しており（中坊，
2013；吉郷，2018），屋代島では冬に新規加入が認め
られ，最も水温の低下した 2月にも確認されている
事から，無効分散である可能性は低い。また，ニジギ
ンポは，倉橋島で 5月に成魚が確認されたほか（清
水ほか，2010），屋代島で 9月に出現した大型個体は，
繁殖をしていた可能性が高い。瀬戸内海中央部にあた
る香川県沿岸では，8月から 12月まで，香川県沿岸
域から供給されたと考えられる流れ藻に稚魚が継続し
て付随することが確認されている（山本，2021）。以
上より，ニジギンポは瀬戸内海において繁殖し，再び
瀬戸内海内部に定着している可能性が高く，無効分散
の可能性は低いと考えられる。オヤビッチャ，イシガ
キダイの 2種については屋代島では確認されなかっ
た。
屋代島でのみ出現した季節的定住種 12種（Table 1）
の中で，ベラ科イラ，テンジクダイ科ネンブツダイ，
ヘビギンポ科ヒメギンポの 3種は，暖温帯区を中心
に生息する魚種であると思われる（中坊，2013）。イ
ラは，近年，瀬戸内海西部での再生産が確認されてお
り（重田，2008），屋代島でも 5月に成魚が出現した
事からすでに定着している事を示唆している。ネンブ
ツダイ（Fig. 3d）は，水温の最も高い 8月に出現した
事と，伊予灘では屋代島南東部の伊予市沿岸（清水，
2001）と由利島（清水，2006a）から 1個体ずつ得ら
れている程度で非常に稀である事から，無効分散の可
能性が高い。ヒメギンポ（Fig. 3e）は，冬にも確認さ
れた事と，本種が岩の裏に隠れる習性を持つ事から，
春から夏にかけて確認されなかったのは見落としてい
る可能性がある。実際に，著者が行った予備調査では
夏（2017年 7月 17日）に全長 5-6 cmの 1個体を St. 
1で確認しており，周年定住種の可能性が高い。これ
らの暖温帯性の魚種の出現は，宇和海および豊後水道
からの魚類供給の受けやすさと，魚種は限られるもの
の定着および生存に適した環境が，伊予灘に面する屋
代島南岸の浅海域に存在することを示唆する。
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瀬戸内海屋代島における浅海魚類相の季節変化

先行研究では，水温上昇と暖温帯由来の魚種の増加
を関連づけたものが多く見受けられるが（重田，
2003，2008；坂井ほか，2010；清水ほか，2010；河
合ほか，2013），水温上昇に伴う影響には，冷温帯由
来の魚種の分布域後退も懸念される。メバル科の未同
定種はキツネメバル Sebastes vulpesあるいはタヌキ
メバル Sebastes zonatus （Fig. 3c）と考えられるが，両
種はともに冷温帯区を分布の中心とする種である。交
雑が生じることが分かっているものの，近年の分類学
的再検討の結果，遺伝的に別種であることが示されて
いる（Muto et al., 2011, 2018）。本研究では，標本が
得られておらず，目視で両種を区別することはできな
かった。キツネメバルは，日本では神奈川県相模湾以
北の太平洋側および島根県以北の日本海側，水深
0-50 m か ら 記 録 さ れ て い る（Muto et al., 2011, 
2018）。伊予灘では屋代島近海から報告があるものの
（片山・藤岡，1958），証拠となる標本がないため公
式の記録とされていない（Muto et al., 2018）。タヌキ
メバルは，土佐湾以北の太平洋側，豊後水道，山口県
以北の日本海側，水深 50-100 mから記録されている
（Muto et al., 2011, 2018；園山ほか，2020）。伊予灘で
は伊予市沿岸（清水，1993）と屋代島（坂井ほか，
2010）から報告があるものの，記録は Muto et al.
（2018）よりも古いため再検討が必要であると思われ
る。両種は水深による棲み分けが起きていると考えら
れるが，生活史や瀬戸内海における分布情報について
は未解明な部分が多く，今後の研究が必要である。
屋代島が面する伊予灘では，上記のメバル科未同定
種（キツネメバルあるいはタヌキメバル）に加えて，
冷温帯由来と考えられる魚種が稀に出現する事がある
（片山・藤岡，1956；重田・清水，2010）。本研究に
おいても，メバル科のヨロイメバル，コウライヨロイ
メバル，ムラソイ，アイナメ科のアイナメとクジメな
どが確認された。伊予灘は，瀬戸内海の中で最も深く
（平均水深 55.7 m：環境省，2014），夏季の底層水温
も瀬戸内海の他の海域に比べて低くなる傾向が見られ
る（国土交通省，2021）。そのため，豊後水道からの
影響を強く受けるだけでなく（角谷，1996），冷水温
を好む魚にとってのレフュジア refugiaになっている
事を示唆しているのかもしれない。
最後に，アイゴ科アイゴ（Fig. 3f, g）は，海藻・海
草類を活発に採餌する生態から食害による藻場衰退の
原因の一つと考えられている（増田ほか，2000；野
田ほか，2002，2018）。倉橋島や鹿島では夏に幼魚が
出現し，冬には消失するため，越冬しないとされてい
る（坂井ほか，2010；清水ほか，2010；河合ほか，

2013）。ところが，屋代島では，9-11月に St. 2，3で
幼魚の出現が確認されるとともに，2月に St. 1で成
魚と考えられる大型の個体（Fig. 3g）が観察され，活
発に遊泳する姿も確認された。この結果は，屋代島に
おいてアイゴが成長や季節に応じて生息場所を変えて
いる可能性を示唆するものである。大型個体について
はすでに越冬できている可能性が高い。今後の最低水
温の僅かな上昇により，屋代島より北に位置する広島
湾や安芸灘への越冬可能域の拡大が大きく懸念され
る。
以上の考察を踏まえると，現時点における屋代島の
浅海魚類相は，同じく中間温帯区にあり広島湾・安芸
灘の境界部に位置する倉橋島や鹿島と高い共通性を示
すものの，暖温帯区からの魚種も僅かに見られるとい
う特徴を持つと言える。さらに，伊予灘で記録のな
かった種や冷温帯区に由来すると考えられる種も現存
し，屋代島周囲の海域が瀬戸内海においても稀有な環
境を有することが確認された。その一方で，水産上注
意すべきアイゴの越冬が可能となりうる瀬戸際の状態
にすでにあり，今後の分布拡大の予兆を探るうえで注
視すべき環境にあることが確認された。瀬戸内海にお
ける水温変動については，10年スケールでの周期性
を持つ可能性も指摘されているため直ちに将来の上昇
傾向を予測するものではないが（樽谷，2007），今後
の僅かな環境変動が周辺海域に及ぼす影響を評価する
必要性は高まると思われる。
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【注】
1  ）本稿では，領海及び接続水域に関する法律の定
める範囲から紀伊水道を除いた範囲，すなわち豊
後・紀伊水道を含まない内側の海域を瀬戸内海と
して取り扱った。
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